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※各投票区の投票率には､ 期日前投票分は含まれていません｡
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第 1 新舘・戸舘・八幡・赤平 47.67％
第 2 大浦 43.59％
第 3 徳万才・中岫平・才市田 46.83％
第 4 新山・大洞 32.64％
第 5 上野・境ノ沢 37.96％
第 6 新町・栄町 32.14％
第 7 本町・南町 41.31％
第 8 旭町・花向町・栄沼・豊田 38.42％
第 9 小川原・菩提寺・沼崎本村・向山 42.11％
第10 虫神 40.87％
第11 石坂･宇道坂･上清水目･下清水目･添ノ沢･湯沢 50.72％
第12 石文･大平･上板橋･下板橋･千曳･トキワ･南平･向平 39.97％
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第13 北栄・長者久保・千代畑・塔ノ沢・豊ケ丘・夫雑原・林口 34.50％
第14 明美・朝日団地・乙供元町・桜木町・松風荘・乙供新町・舘花・乙供本町・馬込 39.51％
第15 旭・滝沢・保戸沢 38.75％
第16 狼ノ沢・甲地・郡山・御料・漆玉・蒼前・蓼内・田ノ沢・土橋・長久保・巴蘭 30.12％
第17 鶴ヶ崎・徳万舘・舟ヶ沢 46.44％
第18 五十嵐・大池・切左坂・豊栄・豊前・中村・野田頭・浜台・細津・水喰・萠出 27.80％
第19 数牛・淋代・十二里・豊畑・横沢 47.43％
第20 柵・豊瀬・美須々 48.05％
第21 乙部・枋木・輝ヶ丘・寒水 36.27％
第22 内蛯沢・大向籏屋・表町・みどりケ丘団地・外蛯沢・公園団地・空自団地 31.34％
第23 大籏屋・上畑・乙供栄町・坂下町・緑町・向籏屋 36.32％

計 (期日前投票含む) 41.25％
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去
る
６
月
３
日
に
行
わ
れ
た
青
森

県
知
事
選
挙
で
の
投
票
率
は
、
青
森

県
全
体
で
38.
45
％
と
過
去
最
低
を

記
録
し
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
は
41.
25
％
と
県

全
体
を
や
や
上
回
っ
た
も
の
の
、
上

北
郡
全
体
の
46.
70
％
を
５
ポ
イ
ン

ト
以
上
下
回
り
、
さ
ら
に
上
北
郡
で

最
も
投
票
率
の
高
か
っ
た
お
い
ら
せ

町
と
比
較
す
る
と
、
12
ポ
イ
ン
ト
以

上
の
開
き
が
。
そ
し
て
上
北
郡
６
町

村
の
中
で
最
低
の
投
票
率
と
い
う
不

名
誉
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

41
％
と
い
う
と
５
人
に
２
人
し
か

投
票
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
選
挙
当

日
の
有
権
者
数
が
約
１
万
６
千
７
百

人
で
し
た
の
で
、
約
９
千
８
百
人
が

棄
権
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
東
北
町
だ
け
で
約
１
万
人

分
の
票
が
無
駄
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

＜

グ
ラ
フ
１
参
照＞

そ
れ
で
は
過
去
の
選
挙
で
も
投
票

率
は
低
か
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で

は
な
く
、
合
併
後
に
行
わ
れ
た
５
回

の
選
挙
の
投
票
率
を
み
て
み
る
と
、

町
長
選
挙
や
町
議
会
議
員
選
挙
の
よ

う
な
町
民
に
身
近
な
選
挙
で
は
80
％

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
衆
議
院
議
員
選
挙
の

よ
う
な
国
政
選
挙
に
な
る
と
、
投
票

率
は
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で

す
。

＜

グ
ラ
フ
２
参
照＞

次
に
投
票
区
ご
と
の
投
票
率
を
比

較
し
て
み
る
と
、
50
％
を
超
す
な
ど

上
北
郡
平
均
を
上
回
る
投
票
区
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
反
面
40
％
を
大

き
く
下
回
る
区
も
あ
り
、
投
票
区
ご

と
の
最
高
投
票
率
と
最
低
投
票
率
で

は
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
開
き
が
あ
り

ま
し
た
。

＜
表
１
参
照＞
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選
挙
は
私
た
ち
国
民
が
政
治
に
参

加
す
る
最
大
の
機
会
で
あ
り
、
民
主

主
義
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
様
々
な
意
見
や
要
望
は
、

選
挙
で
選
出
さ
れ
た
代
表
者
に
よ
っ

て
国
や
地
方
の
政
治
に
反
映
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る

少
子
高
齢
化
・
税
制
・
社
会
保
障
な

ど
は
、
こ
れ
か
ら
20
年
後
、
30
年
後

に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
と
き

社
会
を
担
っ
て
い
る
の
は
今
の
若
い

世
代
で
す
。

今
参
加
し
て
お
か
な
け
れ
ば
自
分

た
ち
の
声
が
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
の

社
会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
っ
た
１
票
で
も
同
じ
考
え
を
持

つ
人
の
票
が
集
ま
れ
ば
大
き
な
力
に

も
な
り
得
ま
す
。

７
月
29
日
に
は
参
議
院
議
員
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

今
、
大
切
な
自
分
の
１
票
を
無
駄

に
せ
ず
、
進
ん
で
投
票
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

棄
権
を
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ

う
！
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第
一
小
学
校

(
吉
田
繁
広
校
長)

は
五
月
二
十
二
日
、
全
校
児
童
六
十

五
人
が
参
加
し
て
、
も
ち
米
の

｢

あ

ね
こ
も
ち｣

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

こ
の
田
植
え
は
毎
年
恒
例
の
行
事

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
高
学
年
の
児

童
た
ち
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
田
植
え

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
低
学
年
の
児

童
た
ち
は
田
ん
ぼ
に
足
を
取
ら
れ
て

転
び
そ
う
に
な
り
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
。

そ
れ
で
も
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
楽
し

そ
う
に
田
植
え
を
し
て
い
ま
し
た
。
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蛯
沢
小
学
校

(

木
村
啓
一
校
長)

は
五
月
三
十
一
日
、
五
年
生
の
児
童

四
十
九
人
が
参
加
し
、
学
校
の
敷
地

内
に
あ
る
学
校
田
で
田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
田
植
え
は
毎
年
恒
例
の
行
事

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
も
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
苗
を
譲
り
受
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
今
後
苗
の
成
育
に
つ

い
て
観
察
し
、
秋
に
は
収
穫
し
て
調

理
実
習
の
時
間
に
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

��������������������������

上
北
小
学
校

(

向
後
秀
樹
校
長)

は
五
月
二
十
四
日
、
五
年
生
の
児
童

六
十
八
人
が
参
加
し
て
、
紫
黒
米
の

田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

田
植
え
の
前
に
�
カ
タ
車
�
と
呼

ば
れ
る
機
具
で
苗
を
植
え
る
ポ
イ
ン

ト
に
印
を
つ
け
る
�
カ
タ
ツ
ケ
�
と

い
う
作
業
を
行
っ
た
あ
と
、
ほ
と
ん

ど
が
田
植
え
初
体
験
と
い
う
児
童
た

ち
は
、
古
代
米
栽
培
研
究
会

(

蛯
名

昇
会
長)

や
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

ん
に
教
わ
り
な
が
ら
苗
を
植
え
つ
け

て
い
ま
し
た
。

第
二
保
育
園

(

田
嶋
亨
園
長)

と

第
三
保
育
園

(

千
葉
智
園
長)

の
園

児
と
保
護
者
ら
約
百
人
が
六
月
十
六

日
、
小
川
原
湖
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
で

地
引
き
網
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
小
川
原
湖
の
大
切
さ
を
感

じ
て
ほ
し
い
と
、
地
元
の
漁
師
さ
ん

の
協
力
を
得
て
今
年
初
め
て
行
っ
た

も
の
で
す
。

園
児
と
保
護
者
が
力
を
合
わ
せ
て

｢

ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ
シ
ョ｣

と
声
を

か
け
な
が
ら
網
を
引
き
揚
げ
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
魚
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
園
児
た
ち

は
歓
声
を
あ
げ
て
大
喜
び
の
様
子
で

し
た
。
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各
町
内
会
や
職
場
な
ど
を
花
で
き

れ
い
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
町
社
会

教
育
課
が
町
内
九
十
の
団
体
や
施
設

な
ど
に
約
十
八
万
本
の
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
の
苗
を
配
布
し
ま

し
た
。

こ
の
う
ち
乙
供
婦
人
会

(

吹
越
み

つ
会
長)

で
は
六
月
五
日
、
会
員
十

五
名
が
苗
を
受
け
取
っ
た
あ
と
、
さ
っ

そ
く
中
央
公
民
館
周
辺
の
花
壇
に
約

四
百
本
の
花
苗
を
植
え
ま
し
た
。

な
お
秋
に
は

｢

花
い
っ
ぱ
い
環
境

美
化
コ
ン
ク
ー
ル｣

が
開
催
さ
れ
、

入
賞
団
体
は
十
一
月
の
産
業
文
化
ま

つ
り
で
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

町
た
ば
こ
耕
作
振
興
会
青
年
部
と

女
性
部
は
六
月
一
日
、
会
員
約
百
二

十
名
が
参
加
し
て
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
六
月
一
日
の

｢

た
ば

こ
の
日｣

に
合
わ
せ
、
た
ば
こ
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
町
内
の
美
化
を
兼

ね
て
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

参
加
者
た
ち
は
三
班
に
分
か
れ
、

文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
ふ
れ
あ
い
ド
ー

ム
上
北
ま
で
の
歩
道
な
ど
に
落
ち
て

い
る
た
ば
こ
の
吸
殻
や
空
き
缶
な
ど

を
拾
い
集
め
な
が
ら
、
た
ば
こ
や
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
や
め
る
よ
う
町
民

に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

乙
供
警
察
官
駐
在
所
連
絡
協
議
会

(

沼
辺
博
会
長)

は
六
月
九
日
、
Ｊ

Ｒ
乙
供
駅
周
辺
で
危
険
箇
所
の
調
査

と
清
掃
奉
仕
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
同
会
が
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

会
員
十
六
名
が
一
時
間
ほ
ど
か
け
て

乙
供
駅
南
側
の
こ
線
橋
通
路
の
清
掃

を
し
た
あ
と
、
道
路
通
行
に
障
害
が

な
い
か
な
ど
危
険
箇
所
の
点
検
を
行

い
ま
し
た
。

同
会
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動

を
行
い
、
安
全･

安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合

(

濱
田

正
隆
組
合
長)

は
五
月
二
十
三
日
、

小
川
原
湖
の
沖
合
四
か
所
に
ウ
ナ
ギ

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
日
放
流
し
た
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚

は
、
体
長
十
五
〜
二
十
㌢
ほ
ど
に
成

長
し
た
約
二
千
五
百
匹
で
、
朝
一
番

で
四
国
か
ら
空
輸
し
た
も
の
。
組
合

員
や
職
員
は
漁
船
に
乗
り
込
み
、
沖

合
で
ゆ
っ
く
り
と
放
流
す
る
と
、
稚

魚
は
元
気
に
湖
底
へ
と
泳
い
で
い
き

ま
し
た
。

放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
約
二
〜
三
年

で
六
十
〜
七
十
㌢
ほ
ど
の
立
派
な
成

魚
に
な
り
漁
獲
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
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第
三
十
回
上
北
郡
総
合
体
育
大
会

が
六
月
九
日
、
十
日
の
両
日
、
野
辺

地
町
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
上
北
郡

内
七
町
村
か
ら
約
二
千
人
の
選
手
が

参
加
し
て
、
十
五
競
技
に
熱
戦
を
展

開
。
東
北
町
は
七
種
目
を
制
し
て
総

合
優
勝
二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
総
合
順
位
】

▽
優
勝
‐�

�
�
(

88
点)

▽
準
優
勝
‐
お
い
ら
せ
町

(

77
点)

▽
第
三
位
‐
七
戸
町

(

62
点)

④
六
ヶ
所
村
⑤
野
辺
地
町
⑥
六
戸
町

⑦
横
浜
町

【
種
目
別
】

▽
陸
上
競
技

①�
�
�

②
六
ヶ
所

村
③
六
戸
町

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

①
お
い
ら

せ
町
②�

�
�

③
七
戸
町
・
六
戸

町
▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

①
お
い
ら

せ
町
②�

�
�

③
野
辺
地
町
・
六

戸
町

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
女
子

①
お
い
ら
せ

町
②�

�
�

③
横
浜
町
・
七
戸
町

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子

①�
�
�

②
お
い
ら
せ
町
③
六
ヶ
所
村

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子

①�
�
�

②
七
戸
町
③
六
戸
町

▽
卓
球
男
子

①�
�
�

②
野
辺
地

町
③
七
戸
町
・
六
ヶ
所
村

▽
卓
球
女
子

①
野
辺
地
町
②�

�

�

③
横
浜
町
・
お
い
ら
せ
町

▽
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①�
�
�

②
お
い
ら
せ
町
③
野
辺
地
町
・

六
ヶ
所
村

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

①
お
い
ら
せ
町

②
七
戸
町
③�

�
�

・
六
ヶ
所
村

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

①
七
戸
町
②
お

い
ら
せ
町
③�

�
�

・
六
戸
町

▽
柔
道

①�
�
�

②
野
辺
地
町

▽
剣
道

①
七
戸
町
②�

�
�

③
野

辺
地
町

▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

①
七
戸
町
②�

�
�

③
六
戸
町
・
六
ヶ
所
村

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ

①�
�
�

②
七
戸

町
③
お
い
ら
せ
町

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

①
お
い
ら

せ
町
②
野
辺
地
町
③�

�
�

第
二
回
東
北
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
五
月
二
十
日
、
北
総
合
運

動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
行

わ
れ
、
約
百
名
の
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。

競
技
は
段
差
や
障
害
物
の
あ
る
二

十
四
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は

楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
)

内
は
ス
コ
ア

(

敬
称
略)

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

▽
優

勝
‐
中
山
昭
太
郎

(

56)

▽
準
優
勝
‐
二
ツ
森
昭
房

(

59)

▽
第
三
位
‐
伊
賀

一
男

(

59)

【
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
】

▽
優

勝
‐
藤
田

て
る

(

63)

▽
準
優
勝
‐
久
保
田
テ
ル

(

68)

▽
第
三
位
‐
小
林
巳
之
助

(

70)����������������		
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第
二
回
東
北
町
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
五
月
二
十
五
日
、
ふ
れ
あ

い
ド
ー
ム
上
北
で
行
わ
れ
、
町
内
か

ら
十
八
チ
ー
ム
、
約
百
二
十
名
の
高

齢
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

競
技
は
四
つ
の
リ
ン
ク
に
分
か
れ

て
の
予
選
リ
ー
グ
と
、
各
リ
ー
グ
上

位
三
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
選
手
は

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

な
お
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優

勝
‐
東
北
コ
ー
ル
ド

▽
準
優
勝
‐
大
浦
松
寿
会

▽
第
三
位
‐
朝
日
三
楽
会

▽
第
四
位
‐
栄
町
豊
生
会

▽
第
五
位
‐
長
久
保
長
寿
会

▽
第
六
位
‐
乙
供
チ
ー
ム
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中
央
公
民
館
で
は
六
月
十
日
、
む

つ
市
に
あ
る
川
内
川
渓
谷
で

｢

初
夏

の
町
民
歩
く
つ
ど
い｣

を
行
い
、
町

民
約
四
十
名
が
青
葉
薫
る
渓
谷
の
散

策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
渓
谷
に
架
か
る
つ
り
橋

｢

あ
じ
さ
い
橋｣

な
ど
を
通
る
川
内

川
渓
谷
遊
歩
道
の
約
七
㎞
を
二
時
間

ほ
ど
か
け
て
散
策
。
こ
の
日
は
快
晴

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ゴ
ー
ル
の
大

滝
休
憩
所
に
着
く
頃
に
は
心
地
よ
い

汗
を
流
し
、
下
北
の
初
夏
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

な
お

｢

町
民
歩
く
つ
ど
い｣

は
秋

に
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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第
十
七
回
青
森
県
た
ば
こ
耕
作
組

合
青
年
部
・
女
性
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
六
月
八
日
、
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
上

北
で
行
わ
れ
、
県
内
か
ら
九
チ
ー
ム

約
八
百
名
、
内
当
町
か
ら
は
約
百
名

の
た
ば
こ
耕
作
組
合
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

開
会
式
で
は
壬
生
博
久
県
た
ば
こ

耕
作
組
合
長
が

｢

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
組
合
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
今

後
の
農
作
業
の
糧
に
し
て
く
だ
さ
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
参
加
者
は
ム

カ
デ
競
走
や
綱
引
き
な
ど
八
種
目
の

競
技
を
行
い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
な
が
ら
組
合
員
同
士
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

�
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全
日
本
卓
球
選
手
権
青
森
県
予
選

会
に
お
い
て
入
賞
を
果
た
し
た
沼
村

朋
弥
君

(

上
北
小
六
年)

と
沼
村
斉

弥
君(

同
小
二
年)

が
六
月
二
十
日
、

役
場
本
庁
舎
を
訪
れ
、
七
月
二
十
七

日
か
ら
神
戸
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大

会
出
場
の
キ
ッ
プ
を
手
に
入
れ
た
こ

と
を
、
竹
内
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

二
人
は
兄
弟
で
町
の
卓
球
専
門
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

｢

東
北
卓
心
会｣

に
所
属
。
郡
予
選
を
突
破
後
六
月
九

日
に
黒
石
市
で
開
催
さ
れ
た
県
予
選

会
に
出
場
し
て
、
斉
弥
君
が
バ
ン
ビ

の
部
で
第
二
位
、
朋
弥
君
が
ホ
ー
プ

ス
の
部
で
第
三
位
と
い
う
見
事
な
成

績
を
残
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

こ
の
日
二
人
は
予
選
会
で
の
賞
状

を
披
露
し
結
果
を
報
告
。
竹
内
町
長

が

｢

気
持
ち
だ
け
は
負
け
な
い
よ
う

に
楽
し
く
思
い
切
っ
て
プ
レ
ー
し
て

き
て
く
だ
さ
い｣

と
全
国
大
会
で
の

活
躍
に
期
待
す
る
と
、
沼
村
君
兄
弟

は

｢

兄
弟
そ
ろ
っ
て
の
優
勝
を
め
ざ

し
て
が
ん
ば
り
ま
す｣

と
力
強
く
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

二
人
は
東
北
卓
心
会
で
の
毎
日
二

時
間
の
練
習
を
欠
か
し
た
こ
と
が
な

い
そ
う
で
、
お
父
さ
ん
の
勝
彦
さ
ん

は

｢

体
育
協
会
や
中
学
生
の
協
力
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
い
つ
で
も
練
習

が
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ

た
お
か
げ
で
す｣

と
話
し
て
い
ま
し

た
。
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町
図
書
館
で
は
小
さ
な
頃
か
ら
本

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
月
第

三
土
曜
日
に
町
立
図
書
館
乙
供
分
室

で

｢

お
は
な
し
会｣

を
開
催
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
町
が

｢

子
ど
も
読
書
推
進

の
ま
ち｣

を
宣
言
し
た
こ
と
を
受
け
、

五
月
か
ら
町
内
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
各
保
育
園

(

所)

へ
出
向
い
て
行
っ
て
い
る
読
み
聞
か

せ
と
併
せ
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。
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六
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
お
は
な

し
会
に
は
、
町
内
の
小
学
校
か
ら
十

五
人
の
児
童
が
参
加
。
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

｢

緑
の
町
の
お

は
な
し
会｣

(

佐
々
木
美
保
代
表)

の
皆
さ
ん
が
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
披
露
し
、
子

ど
も
た
ち
へ
本
の
楽
し
さ
を
教
え
て

い
ま
し
た
。

ま
た
恐
竜
の
飛
び
出
す
絵
本
が
紹

介
さ
れ
る
と
、
こ
れ
に
は
男
の
子
が

興
味
津
々
。
飛
び
出
す
絵
の
不
思
議

さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
こ
の
日
が
父
の
日
の
前
日

と
い
う
こ
と
で
、
み
ん
な
で
折
り
紙

の
ネ
ク
タ
イ
を
作
り
、
お
父
さ
ん
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
五
月
二
十
五
日
、
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
坂
本
サ
ト
さ
ん
に

長
寿
祝
い
金
な
ど
を
贈
り
、
長
寿
を

た
た
え
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
は
明
治
四
十
年
、
旧
大

浦
村

(

現
在
の
虫
神)

に
生
ま
れ
、

大
正
十
五
年
に
ご
結
婚
。
子
ど
も
六

人
、
孫
十
三
人
、
ひ
孫
二
十
一
人
、

や
し
ゃ
ご
八
人
に
恵
ま
れ
、
六
年
前

か
ら
お
い
ら
せ
町
の
木
崎
野
荘
に
入

所
し
て
い
ま
す
。

贈
呈
式
に
は
親
族
の
皆
さ
ん
ら
が

駆
け
つ
け
、
竹
内
町
長
が
顕
彰
状
や

長
寿
祝
い
金
三
十
万
円
を
、
サ
ト
さ

ん
の
長
男
・
福
次
郎
さ
ん

(

故
人)

の
妻
・
ス
ワ
さ
ん
に
手
渡
し
祝
福
し

ま
し
た
。

����������������������������

上
北
町
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
の
会

(

皆

川
安
雄
会
長)

は
六
月
六
日
、
会
員

が
古
紙
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
回
収
で

得
た
益
金
三
万
円
を
、
東
北
町
奨
学

基
金
に
寄
付
し
ま
し
た
。

同
会
は
平
成
四
年
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
た
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
の
上

北
地
区
の
参
加
者
二
十
七
名
で
結
成
。

年
に
数
回
、
町
の
バ
ス
を
借
上
げ
て

町
外
の
施
設
見
学
会
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
お
礼
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

皆
川
会
長
は

｢

リ
サ
イ
ク
ル
活
動

は
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま

す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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10問中いくつ ｢はい｣ がありましたか？
町では､ 皆さんから記入して頂いたものを

集計し､ 全国平均と比較してみました｡ する
と､ どの年代とも全国平均より悪かったです｡
悪いということは､ 生活習慣にかたよりがあ
るということです｡ ｢はい｣ と答えたところが

｢いいえ｣ になるように､ 自分の生活習慣を見
直しましょう｡
また､ 健診は毎年受け､ 受けっぱなしで終

わるのでなく､ 健診結果が正常範囲でも悪く
なってきていないかなど､ 健診結果を良くみ
て､ 今後の生活に役立てましょう｡

男性 女性

30歳代 ４.５５ ４.１０

40歳代 ４.１５ ３.３７

50歳代 ３.９５ ３.４１

60歳代 ３.４０ ２.９７
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平成18年度に町で実施した七戸病院人間ドッ
ク受診者は1,752人 (男性717人､ 女性1,035人)､
総合健診受診者は1,631人 (男性612人､ 女性
1,019人) でした｡
特に30・40歳代の男性で健診を受けている

方が少ない状況です｡ 職場で健診を受けてい
る方もいますが､ 全く受けていない方もいま
すので､ 都合をつけて受けましょう｡
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平成18年度各種がん検診で要精検となった
方は689人でした｡ そのうち､ がん発見者数
(疑い含む) は27人です｡ まだ､ 精検を受けて
いない方は､ 早めに精検を受けるようにして
下さい｡

検診でがんが発見された方のほとんどは､
早期がんです｡ 昨年検診でがんが発見され手
術した方で､ 元気にもう今年度検診を受けて
いる方もいました｡ ｢検診を受けて､ 命びろい
した｡｣ と話していました｡ がんも小さいうち
に見つけると､ 怖くはないですね！
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健診の結果説明会時に皆さんに ｢生活習慣
問診票｣ を記入して頂いています｡ これは､
生活習慣にかたよりがないか､ 自分で気づく
ための動機づけになるものです｡
皆さんも､ 右の問診票で ｢はい｣ がいくつあ
るかやってみましょう｡

精検者数 がん発見者数
(疑い含む)

胃がん検診 273人 6人

大腸がん検診 152人 3人

肺がん検診 87人 2人

子宮がん検診 4人 0人

乳がん検診 55人 4人

甲状腺がん検診
(ドック受診者のみ)

79人 3人

前立腺がん検診 39人 9人

計 689人 27人
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学校経営の究極の目標は､ 一
人一人の子どもに内在する可能
性を最大限に引き出し､ 知・徳・
体の調和のとれた人間性豊かで
たくましく生きる子どもの育成
をめざすことにあります｡ その
ため､ 全職員の英知と創意を集
結した教育実践を推進していか
なければなりませんが､ 何より
も､ 自分の人柄をさらけ出し本
音で臨むことと､ 真剣に子ども
のことを思う気持ちを大切にし
たいと思います｡
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65名の子ども､ 一人一人に潜
在する可能性を個性ととらえ､
一人一人が生きる学校経営をめ
ざします｡
そのために､ 心掛けることを
｢��｣ の二文字に託しました｡
｢�｣ は､ 鶏の卵が孵化しよう
とするとき雛が殻内でつつくこ
と｡ ｢�｣ は､ 母鶏がそれに応
じて外から殻をつつく意｡
転じて､ 機を得て､ 学人と師
家との心が投合すること｡ 逸し
てはならない好機の意｡

��	��
��
	 �����
�� � � 	 


���� 9:�

��	
��

;+,-./
< *�

�=>

?���@AB
CD 

��E�=>

XXYYZZ[[\\]]^̂__OOPP��`̀



��

��������	
��
������
�������������� !"
�#$%&��'

��������	
��
��������������������

���	
��
���������� !"#$%&'()*+�,-./012�34��


�564��7890�6*":;�<=>	�?@A�BCD	EFGHI@��JK


�LMNO��
�PQRST4U
VW@EXYZ"�
[	\(�[�

���"������7890�]��7890>^�B/_`���a�]�
b4c�

defghia4j^��kBlBm4�n�opq$rosST�t�Yu�[�

�����v4w1x�yz@kBlB4hiq{g�|}�Yu,~���<=>	��

����Z@�������������@t��+�S�?�,�4�����>	��=

�P�@�?���[	�?�,�������������q1�u�?�,������6

�4�?�,��4�������[�

� �����

小川原湖や日本中央の碑といった魅力ある
フィールドを活用して通年での集客増を図り､
町の将来像である ｢みどりの大地と小川原湖
に彩られたいのち輝くいで湯のさと｣ 東北町
を全国に発信｡ 観光振興による地域の活性化､
都市との交流を促進する｡
� ���	

コアとなる桜まつり・湖水まつり・秋まつ
り・日本中央たいまつ祭・冬期ワカサギ釣り
体験を活用し､ 小川原湖やつぼの石文にまつ
わる伝説などを題材に､ オンリーワンである
特色を打ち出し､ 入り込み客数の50％増を達
成する｡
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公共交通の補完､ 及び衰退が著しい中心商
店街との結節により賑わいのまちづくりの一
翼に寄与できる施策として重要な位置づけに
ある ｢町民バス｣ の運行について､ 交通弱者
の ｢地域の足をどう守るか｣ を研究していく｡
� ���	

公共交通の減便・廃止等による影響を最小
限に抑えるための運行体制を平成21年までに
構築するとともに､ 平成18年度利用者数８万
人を､ 平成23年度10万人と設定し､ 交通弱者
の日常活動の支援と､ 中心商店街への誘客に
よる賑わいの取り戻しに努める｡
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���－７月28日(土)
【競技開始】午後１時30分
(わかさぎマラソン終了後)

【受 付】午前10時～
���－わかさぎ公園

湖水浴場内特設会場
����	
○小学５・６年生男子の部
○小学５・６年生女子の部
○中学生男子の部
○中学生女子の部
○高校生～一般男子の部
○高校生～一般女子の部
���
－無料
���
�－各クラス20名
������－７月25日(水)

���� 
!�"#$%

�����－小学校４年生以
上 (男女問わず)
���� (保険料込)
▽小中学生－500円
▽高校生－1,500円
�����－ヨット・カヌー
の操作方法､ Ｂ＆Ｇスポー
ツ大会県大会への出場､ 野
外活動､ レクリェーション
スポーツ
�����
７月下旬から８月上旬
�� ��－浜台海洋センター
艇庫・東北町海洋センター
プール
������－７月18日(水)
!"#$%&'()#*�+,-
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�����－町内の小学生
�HIJ

▽一般コース
▽特訓コース (50ｍ泳げる
子ども)

���
�－各コース15名
�KL��

▽７月25日～27日
▽８月１日～３日
���

▽一般コース
午後１時～２時
▽特訓コース
午後２時～３時50分

���－北総合運動公園トレー
ニングセンタープール
����－500円(保険料込)
������－７月20日(金)

���+�,�
-.�/0'(

初心者でも大丈夫！プール
でカヌーを体験してみません
か？
他の町ではなかなかできな
い貴重な体験です｡
気軽に申込ください｡
�M�
N－５名～10名程度
の団体 (ただし全員障害保
険に加入していること)
�:;��

７月中旬～８月上旬
�� ��

東北町海洋センタープール
���
－海洋センタープー
ル使用料 (町内の小中学生
団体等は無料)

９月２日(日)､ ｢健脚でつなげ郷土の和と心｣ をスローガン
に､ 第15回青森県民駅伝競走大会が開催されます｡
東北町は町の部13連覇及び総合優勝をめざしています｡
長距離走に自信のある高校生・大学生・一般の方は､ 次のと
おり選考会を実施しますのでご参加ください｡

���－７月22日 (日) 午前10時スタート
(午前９時までに集合してください)

���－北総合運動公園陸上競技場
�OPQR－高校生・大学生・一般
�OPST－▽男子－５㎞ ▽女子－３㎞
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口座振替で国民年金保険料
を納めると､ 指定した口座か
ら毎月自動的に引き落とされ
るので手間や時間が省けて納
め忘れがなく､ 便利・安心・
確実です｡
口座振替での１か月ごとの
お支払いなら､ その月の保険
料をその月の月末に引き落と
す早割制度を利用すると､ 月
額50円の割引になりお得です
(一部免除の承認を受けてい
る方は早割制度を利用できま
せん)｡
また口座振替で前納するこ
ともできます｡ １年分前納で
は3,550円､ ６か月前納では
960円割引されます｡ 今です
と平成19年10月から平成20年
３月までの６か月分の口座振
替での前納を利用できます
(現金で前納される場合は､
１年分・６ヶ月以外にその他
の期間の前納も可能です)｡
手続きは簡単です｡ 年金手
帳や納付書・預貯金通帳・金
融機関への届出印をお持ちの
うえ､ 指定口座のある金融機
関や郵便局・社会保険事務所
の窓口へ ｢口座振替納付申出
書｣ を提出するだけです (申
込用紙を社会保険事務所へ郵
送することもできます)｡
口座振替の申込用紙は､ 納
付書に綴られているほか､ 役
場や各金融機関の窓口・社会
保険事務所に備え付けていま
す｡

�����
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国民年金は､ 届出を忘れる
と将来受け取る年金額が少な
くなったり､ 受けられなくなっ
たりする場合や､ 万が一の障
害・遺族基礎年金を受けられ
なくなる場合があります｡ 次
のようなときには､ 忘れずに
届け出ましょう｡
○20歳になったときは､ 厚生
年金・共済組合加入者以外
は国民年金に加入する手続
きをします｡ 届出先は､ 第
１号被保険者は役場､ 第３
号被保険者は配偶者の勤務
先です
○会社を退職したときは､ 役
場で国民年金加入の手続き
をします
○結婚や退職などで配偶者の
扶養になったときは､ 配偶
者の勤務先で第３号被保険
者への種別変更の手続きを
します
○配偶者の扶養から外れたと
きは､ 役場で第１号被保険
者への種別変更の手続きを
します
○国民年金保険料を納めるの
が困難な場合は､ 30歳未満
の方は若年者納付猶予制度
を､ 学生の方は学生納付特
例制度を､ 役場または社会
保険事務所へ申請します

������

青森社会保険事務所
℡017-734-7495 (代表)
役場町民課国民年金係
℡0176-56-3111 (代表)
℡0175-63-2111
▽本庁舎 (内線153)
▽分庁舎 (内線548)
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���－８月９日 (木)
～11日 (土) ２泊３日

���－小川原湖青年の家
����	－小学生・中学生
���
�－3,500円

(保険料含む)
��
��－45名

(申込順で締切り)
�����－キャンプ・野外
炊飯・キャンプファイヤー・
名久井岳登山・バードコー
ル作り
�����－７月30日までに
電話・FAX等でお申込みく
ださい (キャンセルは８月
２日まで)
����－荒天・緊急時は青
年の家館内に宿泊します
��������

公立小川原湖青年の家
TEL 0176-56-2393
FAX 0176-56-5042
E-mail o-seinen@smile.

ocn.ne.jp

��������

�� －８月４日 (土)
午後５時30分から

���－けやき寮 中庭 (雨
天時は交流ホームかでる館)
���－利用者余興・地域婦
人会踊り・盆踊り・カラオ
ケ・模擬店 (焼き鳥・焼き
そば・ビール・ジュース)
�!"#$

17:00－ＪＲ乙供駅前
17:10－あぐりサービス前
17:20－甲地公園前
※帰りのバスは午後８時けや
き寮発で上記の逆順に停ま
ります
※バスご利用の際は施設まで
ご連絡ください
����－知的障害者更生施
設けやき寮
TEL 0175-62-2484

�������� !
"#$%&'()*+,

青森県視覚障害者情報セン
ターとは旧青森県立点字図書
館のことで､ 視覚障害者のた
めに点字・テープ・ＣＤによ
る図書や雑誌の貸し出しを行っ
ている機関です｡
蔵書は事典等の基本図書か
ら鍼灸の専門図書､ 小説まで
網羅し､ 視覚障害者の利用に
供しており､ 朗読により録音
したテープ・ＣＤ図書・雑誌
を有し､ ネットワークにより
全国の点字図書館の利用や､
これ以外にお読みになりたい
図書の点字・録音等の製作に
ついてもご希望を伺っており
ます｡
費用は一切無料となってい
ます｡ これらの貸し出し・返
却は無料の郵便を利用するこ
とができますので､ お気軽に
電話で利用のお申し込みをし
てください｡
ご利用は身体障害者手帳の
所持者等､ 一定の条件が課せ
られておりますので､ 詳細は
センターまでお尋ねください｡
����－青森県視覚障害者
情報センター
TEL 017-782-7799

◆期 日：８月10日 (金) ～８月19日 (日)
◆場 所：道の駅おがわら湖 湖遊館
◆主 催：東北町物産協議会
◆問合せ：東北町役場 商工観光課

TEL 0176-56-3111 (代表)
または TEL 0175-63-2111
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①管理栄養士 (七戸病院)
・・・１名

②作業療法士 (七戸病院)
・・・１名

③救急救命士 (消防職員)
・・・２名

�����

昭和54年４月２日 (作業療
法士は昭和52年４月２日) 以
降に生まれ既に資格を有し､
東北町・七戸町に住所を有す
る方､ 又は採用された場合に
２町内に居住できる方
���	


履歴書１通・免許証の写し
���
�

平成19年８月20日まで
��������

中部上北広域事業組合
庶務課
TEL 0176-62-5151

��������

青森県調理師試験が実施さ
れます｡
受験資格等詳しくは下記ま
でお問合せください｡
�����－９月16日 (日)
�����－県立保健大学
����	���
�

７月17日 (火)
～７月31日 (火)

����－県健康福祉部保健
衛生課 健康あおもり21推
進グループ
TEL 017-734-9212

��������
�� !�"
�

放送大学では平成19年度第
２学期 (10月入学) の学生を
募集中です｡ 放送大学はテレ
ビ等の放送を利用して授業を
行う通信制の大学です｡
福祉・経済・歴史など幅広
い分野を学ぶことができ､ 働
きながらの大学卒業やキャリ
アアップ､ 退職後の生きがい
作りなど､ 様々な目的で幅広
い世代の方が学んでいます｡
なお募集期間は８月15日ま
でとなっております｡
○15歳以上の方なら１科目か
ら学習する選科履修生・科
目履修生として入学できま
す
○18歳以上の大学入学資格を
お持ちの方なら､ 無試験で
全科履修生として入学でき､
４年以上在学して124単位
を取得し卒業すると､ 学士
を取得できます
○１つの分野を体系的に学び
たい方や､ さらに専門的に
学びたい方に ｢放送大学エ
キスパート｣ や ｢大学院｣
もあります
����－放送大学青森学習
センター
TEL 0172-38-0500

#$%&'()*+
,-./0123456�7

航空自衛隊三沢基地では､
基地周辺の皆さんと親睦を深
めるため､ 基地の一部を開放
して ｢夏休みちびっ子・ヤン
グ大会｣ を開催します｡
���－７月25日 (水)

午前・午後の２回
�����－航空自衛隊三沢
基地正門前
�� !"#$

▽各種航空機及び特殊車両
等の見学

▽観覧車の体験 (晴天のみ)
▽各種ゲーム
�����

▽午前の部－８時45分まで
▽午後の部－12時45分まで
�%&'－基地周辺市町村の
園児以上中学生以下 (園児
及び小学３年生以下につい
ては保護者の同伴が必要)
�()�*－午前及び午後､
それぞれ先着150名まで
�+,-－７月20日 (金)
(定員になり次第締切りと
させていただきます)
�������－航空自衛隊
三沢基地渉外室広報班
TEL 0176-53-4121
(内線3313・3211)

����������

./ 0－10時～12時

./12－役場本庁舎
２階休養室

※��������	
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お問い合わせください
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上北町商工会では７月１日から ｢とくとく商品券｣ の発売を
開始しました｡
1,000円券11枚 (11,000円分) を10,000円で購入できるため､
10,000円で1,000円分お得となっています｡
利用できる店や購入方法は､ 上北町商工会までお問合せくだ
さい｡
����－上北町商工会 TEL 0176-56-2335
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全国統一的に駐車秩序の一層の改善を図るため､ 駐車禁止除外指定車標章制度について全国
基準が示され､ 特に身体障害者等の方には､ より生活実態に沿った形とした本人への標章交付
制度への見直しとなるなど､ 青森県道路交通規則の一部が改正されました｡
ただし現在標章の交付を受けている方々は､ これまでどおり更新手続きができます｡

◎ ｢身体障害者等で歩行が困難な者｣ が使用中の車両について､ 交通規制の対象から除く車
両の見直し
これまでは特定の車両に限られていましたが､ 障害者等の本人に対する標章の交付制度
と見直され､ また､ 障害者等の範囲及び障害の程度も見直されました｡
(ア) 身体障害者手帳及び戦傷病者手帳の交付を受けている者のうち､ 下表に該当する障害
を有し､ 歩行が困難であると認められる者

(イ) 療育手帳の交付を受けている者のうち､ 重度障害を有する者
(ウ) 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者のうち､ １級の障害を有する者
(エ) 小児慢性特定疾患児手帳の交付を受けている者のうち､ 色素性乾皮症患者の者

����－七戸警察署 TEL 0176-62-3101
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視覚障害 １級～４級の１
特別項症から第四項症ま
での各項症聴覚障害 ２級～３級

平衡機能障害 ３級

上肢不自由 １級～２級の２
特別項症から第三項症ま
での各項症下肢不自由 １級～３級の１

体幹不自由 １級～３級
乳幼児期以前の非進
行性の脳病変による
運動機能障害

上肢機能 (新規) １級～２級
なし

移動機能 １級～２級

心臓･腎臓･呼吸器･ぼうこう又は直腸機能障害 １級及び３級 特別項症から第三項症ま
での各項症小腸機能障害 １級及び３級

免疫不全ウイルス機能障害 １級～３級 なし
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自動車事故が原因で保護者が死亡された
場合や､ お子様に重い障害が残った場合､
お子様を健やかに育成するための資金を無
利子でお貸しします｡

�������
０歳から中学校卒業前までのお子様

��	

子どもを扶養している保護者

���

・一 時 金 ･･･ 155,000円
・月 額 ･･･ 20,000円
・入学支度金 ･･･ 44,000円
(小中学校入学時)

�����
最終学校卒業後､ 割賦 (月賦､ 又は月
賦と半年賦の併用) による20年以内の均
等払い｡

自動車事故により重度後遺障害を負われ
た本人又はご家族の精神的・肉体的・経済
的負担の軽減を図るために介護料を支給し
ます｡

�����

自動車損害賠償保障法施行令による

｢後遺障害等級｣ が次に該当する方
①１級１号又は１級２号 (１級３号又
は１級４号) で常時介護を要する方
②２級１号又は２級２号 (２級３号又
は２級４号) で随時介護を要する方
※ ( ) は､ 旧法施行令

��	

本人又は家族
������������
・受給資格者①に該当する方

58,570円～136,880円
・受給資格者②に該当する方

29,290円～54,000円

��� －自動車事故対策機構 青森支所 (〒030-0843 青森市大字浜田字豊田139-21)
TEL 017-739-0551
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